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Minocycline の前立腺組織移行に関する検討

市立豊中病院泌尿器科(部 長:西 島高明)

川嶋 秀紀,坂 本 亘,西 島 高明

MINOCYCLINE DIFFUSION INTO PROSTATIC TISSUE
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                   (Chief: Dr. T. Nishijima)

   We evaluated the concentration of minocycline in human prostatic tissue. Twenty-six patients under-

going transurethral resection of prostate, two patients undergoing open prostatectomy for benign prostatic 
hyperplasia and two patients undergoing radical cystoprostatectomy for bladder cancer were studied. Pros-
tatic tissue and blood were sampled at 1, 2 or 3 hours after the intravenous administration of 200 mg of 
minocycline. 
   The concentration of minocycline was 2.95±1.39 ag/ml (mean±SD) in serum and 1.97±0.79 cg/g 

(mean±SD) in the prostatic tissue. The ratio of the prostatic concentration/serum concentration was 
0.76±0.33 (mean±SD). 

                                               (Acta Urol. Jpn. 34: 1683-1685, 1988)

Key words: Minocycline, Concentration in prostatic tissue

緒 言

M三nocyclineは 米国 レダリー研究所 で開発さ れた

tetracycline系 の抗生物 質で,7位 に ジメチルア ミノ

基を導入 した ことによ りtetracyclineの300倍 の高い

脂溶性を持ち,そ の結果,細 菌の細胞膜透過性が高ま

り,強 い抗菌力 を有するとともにtctracycline耐 性

菌に対 しても著効を奏す る優れた抗生物質の1つ であ

る.本 剤は グラム陽性菌 および グラム陰性菌に対 して

広範な抗菌スペ クトルを有する とともに多剤耐性ブ ド

ウ球菌に対 しても強い抗菌力を持 つ.ま た,ク ラ ミジ

ア属に対 しても強い抗菌力を持ち,泌 尿器科領域にお

いても有用な抗生物質 の1つ と思われる.

今回わ れ わ れ は,minocyclineの 前立腺組織への

移行性 につ き検討 し,若 干 の知見 を得た ので報告す

る.

対象および方法

1.対 象

1986年5月 か ら1987年2月 の間に市立豊中病院に入

院 した,前 立腺肥大症にてTUR-Pを 施行 した患者

26名,前 立腺肥大症にて膀胱被膜式前立腺切除術を施

行 した患者2名,膀 胱癌にて膀胱全別術を施行 した患

者2名 について検討 した.

2.方 法

点 滴 静 注 用minocycline200mgを 生 理 食塩 水

500mlに 溶解 し,2時 間 で 点 滴 静 注 後,直 後,1時

間 後,2時 間 後,3時 間 後 の前立 腺 組 織濃 度 お よび 血

清濃 度 を 測定 した.

3.Minocycline濃 度 の 測定

前 立 腺 組 織濃 度 に つい て は,BacilluscereusATCC

11778を,血 清 濃 度 に つ い て は,Bacillussubtilis

ATCC6633を 検 定菌 と したbioassayに よった.

結 果

TUR-Pを 施 行 した26例 にお け るminocyclineの

血 中 な らび に組 織 内濃 度,対 血 清比 をTable1,Fig.

1に 示 す.ま た,minocycline投 与 後3時 間後 に お

け る術 式別,血 中 な らび に前 立腺 組 織 内濃 度,対 血 清

比 をTable2に 示 す.こ れ に よる と,totalcystec-

tomy群 で対血 清 比0.94と 高 い前 立 腺 移行 の傾 向を 示

した.こ の群 で は摘 出 した 前 立腺 組 織 に は病 変 を認 め

ず 正 常 前立 腺 と考 え られ る.ま た,検 討 を加 え た症 例

全 て の 対血 清 比 は,0.76±0.33(mean±SD)と 良 好

な前 立腺 移 行 を示 して い る.

考 察

Minocyclineは,グ ラ ム陽 性 菌 な らび に グ ラ ム陰
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Fig.1(b).TUR・P26例 に お け るminocyclincの

組織内濃度

Table1. TUR-P26例 に おけ るminocyciine200mg点 滴 後 の 血 中

な らび に前 立 腺 組織 内濃 度

血 清濃度(μg/ml)組 織内濃度(μg/g) 対血清比

点滴直後n=2

1時 間後n=12

2時 間後n=6

3時 間後n=6

4,35±0,65

3.28土1,39

1.67±0,93

2.73±=0.73

1.8±O.1

2.22±0.66

1.23±0.64

1.68土0.35

O.82土0.43

0.79±0.22

0.63±0.11

Table2. Minocycline200mg投 与後3時 間後における各術式別,血

中ならびに前立腺組織内濃度

血清濃度(μg/ml)組 織 内濃度(μg/g) 対血清比

TUR-P 2.73±0.73 1.68土0.35 0.63土0.11

Vesicocapsular

prostatectomy 4.9±1 2.3±0,6 0.47=ヒ0.025

Totalcystectomy 3.6±0.35 3.25±0.45 0.94±0,22

性 菌 に対 して広 範 な 抗菌 スペ ク トラムを 有 す る と と も

に,ク ラ ミジア属 に対 して も強 い 抗菌 力 を 持 ち,泌 尿

器科 領域 に おい て 有用 な 抗 生物 質 の1つ で あ る と思 わ

れ る.し か しなが ら,minocyclincの 前 立 腺 組 織 へ

の移 行に つ い ての 検討 は 少 な く,Hensleら のopen

prostatectomy20例 に つ.い て の報告 が.み られ る の み

である1),

この報告に よると,わ れわ れの方法 とはminocy・

clineの 投与方法が若干異なるが,血 清中濃度 は3 .81

μ9/ml・前立腺組織濃度は4・16μ9/9と 対血 清比では

1を 上回ってお り非常に前立腺移行性 は良好である.

われわれが検討 した前立腺組織への移行性についてみ
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る と,対 血 清 比 で は0.76±0,33とHensleら の報 告

よ りも下 回 る も のの,セ フ ァ ロス ポ リン系 抗 生物 質 に

おけ るceftizoximeの0.56～O.652),latamoxefの

0.3～O.453)に 比べ 高 い前 立 腺 移行 を 示 して い る.一

方,い わ ゆ る ニュ ーキ ノ ロン系 の抗 菌剤 の1つ で あ る

エ ノキ サ シ ンは,安 本 らの 報 告 に よ る と 対血 清比 が

1.21±O.63と 非 常に 高 い前 立 腺移 行 を 示 して い る4).

最近,非 細 菌 性前 立 腺 炎 の起 炎 菌 と して,そ の病 原

的意 義は確 立 され て いな い もの の,(∴ 吻 伽 加癖 ∫が

想定 され て い る5・6}.C.traehomatisセ こ対 して は,mi-

nocyclineやdoxycycl三ne,erythromycinが 有 効 な

薬剤 であ るが,わ れ わ れ の検 討 か らminocyclineは

高い前 立腺 移 行 に よ り,こ の よ うな前 立 腺 疾患 に お い

て も十 分 に効 果 が期 待 で き る薬 剤 で あ る と思わ れ る.

またわ れわ れ は,TUR-P施 行 症 例 の うち12例 に 術 後

感染予 防 のた め,引 き続 きminocyclineを 点 滴 静 注

したが,術 後 の経 過 は 良好 であ り,特 に 副作 用,臨 床

検 査値 の異 常 を認 め な か った.

結 語

前 立腺 肥 大症 な らび に膀 胱 腫瘍 患 者 よ り手 術 的 に切

除 した前 立 腺組 織 に お け るminocyclineの 組 織移 行

に つい て検討 した.そ の結 果,血 清 濃 度 は2.95±1.39

μglml(mean±SD),組 織 内濃 度 は1.97±O.79μg!g

(mean±SD),対 血 清比 は0.76±0,33と 高 い 前立 腺 組
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織移 行を示 した.以 上よ りminocyclineは 前立腺疾

患において高 い有用性 の期待できる抗生物質であ ると

思われ る,
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